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タオル製造において業務負荷の高いドット修正業務を
AIアルゴリズムを用いて効率化

- ドット修正アルゴリズムの認知を拡大させる
- 本事業で開発したドット修正アルゴリズムを実際に使ってもらい、意見を収集して改善

に生かす

• １枚画像修正に必要な業務工数（の削減率）
- ドット修正プログラムを用いることで機械的だが業務負荷の高い「文字」部分の修正時間を削減

ドット修正に必要な業務工数の削減に向けて、まずは文字修正を行ったデータをツールに何パターンか作成させ、複数パ
ターンの中からよりよいものを担当者が選んで、残りの修正を担当者が実施
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- （想定）勉強会を通じて○○件の引合が発生
- （想定）収集した○○件の意見/フィードバックを開発チームに連携

- プログラムの技術説明
- ツール体験
- ユーザー意見/フィードバックの収集

- 藤高以外のタオル事業者

- 次年度開発する、修正対象を拡大した新ツールの利用会・意見収集

- エンドクライアントからのデータ入稿
※圧縮前の高画質なデータ

（実装前と同様）

- 従来アルゴリズムによる圧縮

- アルゴリズムによる修正（数パターンの修正を
実施）

- 数パターンの絵柄の中から収縮による崩れが
小さいデータを選択

- 担当者それぞれの美的感覚に頼ってドット修正
を実施
※人によって修正方針に差がある

- 選択した絵柄データの残りの部分（所要時間
50％見込）の修正
※実装後であってもキャラクターや生き物など、
人間の美的感覚が必要な修正業務は各担当者
が実施する必要がある

- 非常に大きな業務工数がかかる
- 属人化した修正方法により修正の質にばらつ

きが生じる

- 工数の削減（50％見込）
- プログラムによる修正により一部属人性が改

善され修正の水準が向上

Polaris.AI

株式会社藤高

データ利活用・協議を踏まえてこれまで項目

50％をツールが修正し、
残りの50％を担当者が修正(見込)

全て担当者が修正ドット修正

入力画像処理 サイズ変換処理 二値化処理 フィルタリング処理 結果出力処理 
へム基.bmp 1120×960 画素: 1,075,200 

へム口部.bmp 280×240 画素: 67,200 

画素比較と倍率決定  67,200⇒1,075,200  N=5平準化 

グレースケール変換  RGB→輝度値 

二値化処理 平均値を閾値として0または255に変換 

メディアンフィルタ  3×3カーネル ノイズ除去 

ガウシアンフィルタ σ=0.5 平滑化 
縮小処理 1400→280 1200→240 Lanczos補間 

最終結果 final_へム基_ver2.bmp 280×240 

拡大処理 280×5=1400 240×5=1200 Lanczos補間 


